





















面積に効率的に構造創成できる。直径 0.5～ のポリスチレンおよび SiO2微粒
子列が、その幾何学的特徴により細胞接着の足場に適用できることを示した。 
(2) 微粒子列を用いた細胞パターニング 
















び副査の審査委員 4 名ならびに 24 名の出席者による質疑応答を行った。また、論文審査
委員により本論文及び関連分野に関する試問を行った。これらの結果を総合的に審査し
た結果、専門科目についても十分な学力があるものと認め、合格と判定した。 
